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研究成果の概要（和文）：妖術にまつわる事件についての新聞、雑誌、官報などの印刷物の収集と利用可能な文献など
の情報を通じて、また、ウガンダ共和国において現地調査を行った際に蓄積した民族誌資料を検討した。現地での聞き
書きにおいて最近の旧ブガンダ王国の領域内はhuman sacrifice（人身御供）にまつわる事件が頻発していることが明
らかとなり、近隣に比してその数が著しく、ブガンダ王国についてはゲシーレの報告にあるカメルーンの例とは異なっ
て、王国が妖術の管理機能を担っていない傍証のひとつとなった。また、牧畜社会において根強い「呪詛」などの正当
呪術の存在がこうした猟奇殺人の歯止めになっている可能性も見いだされた。

研究成果の概要（英文）：During my fieldwork in mainly eastern and central Uganda―focusing on a few 
societies and information collected from libraries in Japan and Uganda―huge amount of ethnographic data 
was examined from a micro-level analytical perspective. The examined data does not support, at least 
empirically, the scheme of ‘modernity of witchcraft’ by Peter Geschiere and the Comaroffs’ notion that 
millennium capitalism might accelerate the rampancy of witchcraft completely. Field data has been 
carefully revised reflexively using PDCA cycle. Older archival documents in libraries in the UK should 
have been referred, and farther ethnographic research should have been carried out among pastoralists in 
north-eastern Uganda. The limitations of this research should be overcome in forthcoming research.
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１．研究開始当初の背景 
 アフリカ妖術研究は、近年二つの軸に沿っ
て展開している。一つの軸はポスト・アパル
トヘイトの南アフリカにおける事例にもと
づいてコマロフ夫妻（Commaroff&Commaroff 
1993,2001）が提唱するスキームである。近
代化と脱植民地化そしてアパルトヘイトか
らの脱却に伴う政策の帰結である「千年紀資
本主義」の浸透による世代間などの貧富の格
差と階級間格差の拡大が、妖術の質を変え、
妖術にまつわる、とりわけ暴力的な事件の温
床となっているという。ザイオニスト教会で
の儀礼は、この状態をローカルな視点から
「飼い慣らす」ための抵抗の側面をもつとい
う。このスキームで妖術を分析する追随者は
多いが、それぞれが分析対象とする社会は急
激な社会変化を経験した特徴的な社会がほ
とんどで、しかも教団やカルトなど集合的な
社会の動態に焦点が絞られている。いくつか
例を挙げると、ニジェールのボリ憑依カルト、
急激に都市化の進んだ進んだナイジェリア、
かつて銅で繁栄したザンビアのンゴニ社会
などである。 
 いまひとつの軸は、カメルーンにおけるフ
ィールドワークによる資料からゲシーレが
提唱するいわゆるモダニティ論である
（Geschiere 1997）。ゲシーレによれば、カ
メルーンにおいて資本主義の浸透と近代国
家システムの導入は、そこに資本が蓄積され
るエリート層を形成し、貧富の格差の増大を
生んだ。この現象は、カメルーンのマカの
人々にとってはエリートが妖術を使って富
を蓄積したと考えられた。このように、妖術
はモダニティのなかでむしろ活気づいてく
る、とゲシーレは説く。ゲシーレの調査した
カメルーンのマカ社会は、資本主義が浸透し
てもなお、切断されえない血縁関係が妖術を
媒介とする関係として維持されていた地域
だった。そこでの妖術告発は、エリートを巻
き込んだモダンな社会問題を次々と生み出
したのである。一方アフリカ歴史学の泰斗レ
ンジャーは、これらのメタレベルでの分析に
こだわりすぎると妖術の本質を見失ってし
まうと警告し、安易に脱植民地化やグローバ
ル化に妖術を結びつけることの可否を問う。
これらのマルクス主義的仮説に理論的に疑
義を差し挟む論者もあらわれているが、実証
的には検証されてはいなかった。この二つの
立場は当該分野の研究では依然として無視
できない仮説であることは間違いがない。さ
てゲシーレは同じカメルーンでも、西部カメ
ルーンでは、妖術の力が王権にコントロール
され、マカのような新しい妖術が認知されな
い事例を報告している。この報告から申請者
は、王国がかつて西部および中央部に複数存
在し、しかも東部および北東部には、カメル
ーンのマカ社会のような分節リニイジを統
合原理とするナイル系民族が分布し、またな
おかつ近年ペンテコステ派の教会が急速に
勢力を伸ばしつつあるウガンダでの調査が、

これらの仮説の蓋然性を検証するのに適切
であると着想するに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、現在のアフリカ妖術研
究の定説の蓋然性を実証的な資料にもとづ
いて検証することにある。植民地化と脱植
民地化によってアフリカの妖術信仰は質的
に変化したのか、あるいは量的な変化や道
具立ての変化にすぎないのか、検証に適し
ていると思われるウガンダにおけるフィー
ルドワークにもとづいて実証的に検証する
ことにあった。近年アフリカの妖術研究を
席巻するコマロフ夫妻の仮説は、植民地化
とそれに続く脱植民地化といった時期に顕
在化した千年紀資本主義による貧富の格差
が妖術信仰を激化させる温床である、とい
うものである。またゲシーレも地域差を認
めつつも資本主義の浸透と近代国家の成立
が格差拡大を生み、妖術の活性化に一役買
っているとする立場を打ち出している。コ
マロフ夫妻やゲシーレなどその理論的随伴
者の扱ったものとは異なった条件を示す調
査地も選んで概してマクロな視点で展開し
ている仮説を、ミクロな視点から検証する
のが本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画では、妖術にまつわる事件につ
いての新聞、雑誌、官報などの印刷物の収集
と、現地調査での録音・録画などによって記
録されるインタビューや歌などの言語資料
の蓄積という二つの作業からなっていた（補
足的なものとして映像資料も蓄積した）。具
体的にはウガンダと日本におけるライブラ
リーワークと、ウガンダにおける数カ所の比
較参照点および首都カンパラにおけるフィ
ールドワークが本計画の柱となった。フィー
ルドワークにおいては、事前にウガンダ側の
研究協力者（マケレレ大学・エドワード・キ
ルミラ教授）をふくむウガンダ国における研
究支援体制を構築し、質問項目の作成や調査
地の選定に万全を期した。①社会状況が異な
る複数の調査地における調査（ゲシーレの報
告を検証するためにも王国の影響が強い地
域を含む）、②資本主義の影響が著しい都市
部と相対的に影響が弱い農村部とで妖術の
増大や激化の程度や質に差が認められるか
どうか検証する調査、③個人の不幸の出来事
の解釈に焦点を絞り、ミクロな視点からの妖
術の分析（その際ペンテコステ派教会の構成
員の特徴との差異を十分に勘案したうえで
比較検討する）、そして④植民地化（ウガン
ダの場合保護領化）以前の状況を十分に視野
に入れた調査が必要である、というのが申請
者の見解である。従って、（１）資本主義の
影響が最も強い首都カンパラ、（２）資本主
義の影響がさほど強くない農村地帯、（３）
王国の権威が影響力を持つ旧王都付近、（４）
分節リニイジが統合原理となっている牧畜



民居住地域などの比較参照点をもうけてフ
ィールドワークを行い、資本主義の浸透の度
合いを参照しつつ、それぞれの地域で起こっ
た妖術告発事件など妖術に関連する事件の
資料を蒐集することをめざし、併せて当該地
域でのインタビューをもとに妖術の質的変
化が現地の人々にとって実感を伴うもので
あるかそれぞれの事件についてミクロな視
点から検討した。二つの仮説はあまりにマル
クス主義的で、人々の生を一枚岩の階級論的
な存在としてしか扱っていないという欠点
があると考えるからである。さらに、保護領
時代の文書などから保護領時代の妖術にか
かわる事件の実態を再現して、コマロフ夫妻
やゲシーレのスキームが調査地においてど
の程度蓋然性を持ちうるかを検討した。 
 
４．研究成果 
 妖術にまつわる事件についての新聞、雑誌、
官報などの印刷物の収集と利用可能な文献
などの情報を通じて、また、H.24.8.15 から
H.24.9.20 まで、H25.8.29 から H25.9.26 お
よび H26.12.25からH26.1.7までウガンダ共
和国において現地調査を行った際には、マケ
レレ大学人文社会科学カレッジ副学長エド
ワード・キルミラ教授、同学部歴史学科オド
イ・タンガ講師、前ムバララ大学前学長ラフ
ァエル・オウォリ教授などの研究支援チーム
を背景に、民族誌資料を蓄積した。現地での
聞き書きにおいて最近の旧ブガンダ王国の
領域内は human sacrifice（人身御供）にま
つわる事件が頻発していることが明らかと
なり、近隣に比してその数が著しく、ブガン
ダ王国についてはゲシーレの報告にあるカ
メルーンの例とは異なって、王国が妖術の管
理機能を担っていない傍証のひとつとなっ
た。また、牧畜社会において根強い「呪詛」
などの正当呪術の存在がこうした猟奇殺人
の歯止めになっている可能性も見いだされ
た。カラモジャでのフィールドワークは実現
しなかった。 
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主催：東北学院同窓会気仙沼支部・気仙沼市
教育委員会・東北学院大学東北学院大学ボラ
ンティアステーション、東北学院大学同窓会
気仙沼支部、共催：東北学院大学災害ボラン
ティアステーション・東北学院大学地域共生
推進機構・東北学院同窓会、後援：河北新報
社・三陸新報社、於：旧・気仙沼河北ビル 
⑩梅屋潔 2014.2.8「限界集落の現状とイエ・
イデオロギーの崩壊と残存―新潟県佐渡市
の事例から」信州アカデミア連続講演会、長
野県における限界集落と地域再生/活性化を
考える、信州大学教育学部 
⑪梅屋潔 2014.9.28「民俗学の論点 2014―い
ま民俗学が論じ、取り組むべきこと」現代民
俗学会第 25 回研究会、東京大学東洋文化研
究所 
⑫UMEYA,Kiyoshi 2014.10.26 Rethinking the 
Order: Cultural Concepts of Death, Spirit 
and Ancestor with Special Reference to 
Jopadhola.ウガンダ大使 Her Excellency, 
Mrs. Betty Grace Akech-Okullo 臨席「ウガ
ンダ大使を囲む会 Tugende Osaka」 於Party 
Stage Campagne 
⑬梅屋潔 2014.11.8「コメント 日本の無形
文化遺産」（菅豊「無形文化遺産を人はどう
受け止めたのか？制度がずれる／制度をず
らす」高倉浩樹「震災後の緊急無形文化財調
査と防災調査体制構築へ」へのコメント）公
開フォーラム文化遺産の人類学、国立民族学
博物館 
⑭梅屋潔 2015.1.10「複数の「被災地」をつ
なぐ？あるいは「比較」の可能性をさぐる」
（東北大学東北アジア研究センター共同研
究「東日本大震災後の復興過程に関わる地域
社会比較と民族誌情報の応用」研究代表者高
倉浩樹）東北アジア研究センター、4 階会議
室 
 
〔図書〕（計 5件） 
①『ウガンダを知るための５3章』（白石壮一
郎・吉田昌夫編著）明石書店、2012 年 1月 
②『中東・アフリカ』（世界地名大辞典第 3
巻）、朝倉書店、総頁数 1174 頁、2013 年 7月 
③『世界人名大辞典』岩波書店、総頁 3586



頁、2013 年 12 月 
④『フィールドに入る（FENICS 百万人のフィ
ールドワーカーシリーズ、第 1巻）』（椎野若
菜・白石壮一郎編）古今書院、2014 年 6月 
⑤『森羅万象のささやき―民俗宗教研究の諸
相』（鈴木正崇編）風響社、2015 年 3月 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
○取得状況（計 0件） 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
TOP of Kiyoshi Umeya's Official Web Site 
http://www2.kobe-u.ac.jp/~umeya/site01/
index.html 
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